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• �令和７年春の全国交通安全運動
• �令和６年度末侍浜町官公署転出
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• �侍浜地区スポーツ少年団のご紹
介
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• �ヨシナリショクヒンからのお知
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• �侍浜町の人口と世帯数
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て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
市
か

ら
は
、
実
証
に
伴
っ
て
発
生
す

る
臭
い
や
音
に
つ
い
て
、
常
に

同
社
と
情
報
を
共
有
し
て
い
る

こ
と
、
定
期
的
に
周
辺
を
訪
問

し
て
状
況
を
把
握
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
事
業

に
期
待
す
る
声
や
、
臭
い
や
音

の
影
響
に
関
す
る
発
言
な
ど

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
概
ね
理
解
さ
れ
ま
し

た
。
同
社
は
今
後
も
地
域
と
の

連
携
を
重
要
視
し
な
が
ら
実
証

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
、
侍
浜
町
と
し
て
も
協
力

し
、見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

た
っ
て
の
課
題
は
あ
る
が
、
今

後
の
実
証
期
間
の
中
で
そ
の
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
事
業
の
進
捗

に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
、
同

社
か
ら
は
、
当
初
の
計
画
通
り

と
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の
、

エ
タ
ノ
ー
ル
は
着
実
に
生
産
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
社
の
プ
ラ
ン

ト
で
燃
焼
す
る
ご
み
が
久
慈
広

域
外
か
ら
搬
入
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
に
対

し
て
は
、
搬
入
さ
れ
る
ご
み
は

久
慈
広
域
か
ら
の
ご
み
に
限
ら

れ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
に
伴
っ
て
発
生
す
る

臭
い
や
音
に
つ
い
て
も
発
言
が

あ
り
ま
し
た
が
、
同
社
で
は
改

善
を
実
施
し
て
お
り
、
可
能
な

限
り
周
辺
へ
の
影
響
が
生
じ
な

い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
社
の
プ
ラ
ン
ト
の

近
隣
に
住
む
方
か
ら
は
、
実
証

開
始
か
ら
今
ま
で
臭
い
や
音
な

ど
に
関
す
る
ス
ト
レ
ス
が
あ
る

こ
と
、
市
に
対
し
て
改
善
を
求

め
る
声
が
あ
る
か
な
ど
に
つ
い

　

横
沼
自
主
防
災
会
（
大
坪
清

会
長
）と
白
前
自
主
防
災
会（
小

向
榮
吉
会
長
）で
は
、二
月
二
十

三
日
（
日
）
各
地
区
公
民
館
に

お
い
て
、
町
内
会
総
会
を
始
め

る
前
の
時
間
帯
を
使
っ
て
、
各

自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

両
自
主
防
災
会
で
は
組
織
結

成
後
初
の
訓
練
実
施
で
あ
り
、

双
方
と
も
同
じ
内
容
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。
発
電
機
の
稼

働
訓
練
と
、
炊
き
出
し
訓
練
を

し
ま
し
た
。

　

始
め
に
避
難
所
と
な
っ
た
場

合
の
停
電
時
の
対
応
と
し
て
、

組
織
結
成
時
の
補
助
で
購
入
整

備
し
た
発
電
機
を
稼
働
し
、
移
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動
式
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
訓
練

を
し
ま
し
た
。
停
電
時
の
電
源

供
給
に
役
立
て
ま
す
。
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と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
基
礎
か
ら
学
ぶ
相
続
対
策
と

し
て
、
相
続
の
キ
ホ
ン
に
つ
い

て
の
解
説
、
生
前
贈
与
の
有
効

性
、争
族
回
避
の
ポ
イ
ン
ト
の
、

三
つ
の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し

た
。

　

何
も
な
い
と
あ
ま
り
ピ
ン
と

き
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
の
心
構
え
も
必
要
で

す
。

　

遺
言
の
活
用
の
お
話
も
あ

り
、
今
後
の
生
活
に
役
立
つ
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

令
和
七
年
三
月
七
日
（
金
）、

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
で
積
水
バ

イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
（
株
）

の
ご
み
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生

産
す
る
実
証
事
業
に
関
す
る
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
実
証
事
業
の
期
間
に
関
す

る
説
明
を
目
的
と
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
、
町
内
か
ら
十

二
名
が
参
加
し
た
ほ
か
、
積
水

バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー（
株
）　

の
担
当
者
、
説
明
会
を
開
催
し

た
久
慈
市
役
所
の
担
当
者
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
の
趣
旨
で
あ
る
実
証

期
間
に
関
し
て
、
岩
手
県
が
承

認
し
て
い
る
試
験
研
究
計
画
の

期
間
が
令
和
七
年
三
月
末
ま
で

の
三
年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
期
間
を
令
和
九
年
三
月
末

ま
で
二
年
間
延
長
し
五
年
間
の

期
間
と
す
る
計
画
で
あ
る
旨
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、

五
年
間
と
い
う
期
間
は
こ
れ
ま

で
説
明
会
で
説
明
し
て
き
た
期

間
か
ら
の
変
更
は
な
い
と
の
こ

と
で
す
。
今
回
の
同
社
の
実
証

事
業
は
世
界
初
の
技
術
の
実
証

で
あ
り
、
事
業
を
進
め
る
に
あ

　

三
月
六
日
（
木
）
に
侍
浜
市

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
明
治

安
田
生
命
の
講
師
に
よ
る
「
わ

た
し
と
家
族
の
そ
う
ぞ
く
講

座
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
そ
う
ぞ
く
」
に
は
「
相
続
」

と
「
争
族
」が
あ
り
、家
族
で
も

「
争
族
」に
発
展
し
て
し
ま
う
こ

　

次
に
炊
き
出
し
訓
練
と
し
て

備
蓄
食
料
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ
米

の
作
り
方
を
共
有
し
ま
し
た
。

（
備
蓄
食
料
の
一
部
は
、積
水
バ

イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
㈱
か
ら

市
に
無
償
提
供
を
受
け
た
も
の

を
利
用
し
ま
し
た
。）

　

今
後
も
定
期
的
に
訓
練
等
を

実
施
し
、
自
助
・
共
助
に
役
立

て
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

侍
浜
町
内
は
災
害
が
少
な
い

地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
内

で
は
大
規
模
な
林
野
火
事
が
多

発
し
て
い
る
状
況
で
す
。
有
事

の
た
め
に
各
自
主
防
災
会
の
訓

練
等
の
積
極
的
な
活
動
や
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

侍浜保育園侍浜保育園

侍浜小学校侍浜小学校

侍浜中学校侍浜中学校

久慈拓陽支援学校久慈拓陽支援学校

横沼自主防災会訓練の様子横沼自主防災会訓練の様子

白前自主防災会の訓練の様子白前自主防災会の訓練の様子

積
水
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー（
株
）　
住
民
説
明
会
を
開
催

　　

侍
浜
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
か
ら
お
知
ら
せ
で
す
。

○
令
和
七
年
度
総
会

　

四
月
六
日
（
日
）
に
横
沼
緑

地
広
場
を
会
場
に
開
催
し
ま

す
。
役
員
改
選
や
規
約
改
正
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会

員
み
な
さ
ん
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
右
記
の
他
、
あ

ん
も
っ
こ
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
に
つ
い
て
や
、
役
員

定
数
に
つ
い
て
、
会
員
拡
大
に

つ
い
て
な
ど
協
議
す
る
予
定
で

す
。

○�

第
十
二
回
あ
ん
も
っ
こ
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

九
月
十
六
日
（
火
）
に
、
侍

浜
中
学
校
校
庭
を
会
場
に
開
催

予
定
で
す
。
侍
浜
中
学
校
が
統

合
と
な
り
閉
校
と
な
る
こ
と
か

ら
、「
侍
浜
中
学
校
校
庭
」
で

プ
レ
ー
す
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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し
、
一
年
生
と
手
を
つ
な
い
で

入
場
し
ま
し
た
。

　

一
～
五
年
生
が
、
六
年
生
の

お
か
げ
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
や
ク
イ
ズ
、
歌
、
ダ
ン

ス
を
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

六
年
生
は
こ
の
一
年
間
を
振

り
返
り
、
自
分
達
で
考
え
た
劇

を
発
表
し
、
五
年
生
以
下
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
と
て
も
温
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
一
日
（
金
）

に
行
わ
れ
た
六
年
生
を

送
る
会
。

　

会
場
を
四
年
生
、
五

年
生
が
き
れ
い
に
装
飾

侍浜小学校 　六年生を送る会

～「
横
沼
と
白
前
自
主
防
災
会
」

～「
横
沼
と
白
前
自
主
防
災
会
」

令
和
六
年
度
防
災
訓
練
実
施
～

令
和
六
年
度
防
災
訓
練
実
施
～

生
活
力
ア
ッ
プ
事
業
「
わ
た
し
と

生
活
力
ア
ッ
プ
事
業
「
わ
た
し
と

家
族
の
そ
う
ぞ
く
講
座
」
を
実
施

家
族
の
そ
う
ぞ
く
講
座
」
を
実
施

侍
浜
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
よ
り
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・
二
日　
　

侍
浜
保
育
園
入
園
式

・
四
日　
　

侍
浜
中
学
校
始
業
式

・
五
日　
　

�

侍
浜
町
振
興
協
議
会

役
員
会

・
七
日　
　

侍
浜
小
学
校
始
業
式

・
七
日　
　

侍
浜
中
学
校
入
学
式

・
八
日　
　

侍
浜
小
学
校
入
学
式

・
九
日　
　

�

久
慈
拓
陽
支
援
学
校

始
業
式

・
十
日　
　

�

久
慈
拓
陽
支
援
学
校

入
学
式

・
十
三
日　

�

侍
浜
町
振
興
協
議
会

総
会

・
十
七
日　

�

侍
浜
小
学
校
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査

（
六
年
）

・
十
九
日　

�

侍
浜
小
学
校
授
業
参

観
日
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
談

会

・
二
四
日　

�

侍
浜
中
学
校
授
業　

参
観
日
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会

・
二
六
日　

�

侍
浜
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

奉
仕
作
業

・
二
八
日　

�

侍
浜
小
学
校
交
通
安

全
教
室

・
二
九
日　

昭
和
の
日

お
知
ら
せ

〇
四
月
（
卯
月
）

侍浜町の人口と世帯数
（令和７年２月末現在）

○人口� 2,083 人　（－ 73）
　　男� 979 人　（－ 49）
　　女� 1,104 人　（－ 24）
○世帯�　 995 世帯（ 4）

※　（　）内は前年比
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な
が
ら
運
転
等
の
根
絶
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
適
切
な
使
用
の

促
進

⑶�

自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
の
徹
底

　

交
通
安
全
運
動
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
新
入
学
期
は
、

通
学
に
不
慣
れ
な
子
ど
も
た
ち

の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

<

保
護
者
や
大
人
の
皆
さ
ん
へ>

・�

青
信
号
で
も
安
全
確
認
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ

う
。

・�

子
ど
も
の
模
範
と
な
る
よ

う
、
大
人
が
手
本
を
見
せ
ま

　

四
月
六
日

（
日
）
～
十

五
日
（
火
） 

は
、「
令
和

七
年　

春
の

全
国
交
通
安

全
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
四

月
十
日
（
木
）

は
、「
交
通

事
故
死
ゼ
ロ

を

目

指

す

日
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
交
通
安
全
運
動
の
重
点
】

⑴�

こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道

路
交
通
環
境
の
確
保
と
正
し

い
横
断
方
法
の
実
践

⑵�

歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

し
ょ
う
。

・�

通
学
路
な
ど
、
子
ど
も
が
歩

く
道
路
を
一
緒
に
歩
い
て
、

危
険
な
場
所
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・�

道
路
を
渡
る
と
き
は
、
横
断

歩
道
を
利
用
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

・�

横
断
前
に
必
ず
「
止
ま
る
」、

左
右
を
「
見
る
」、
車
が
近

く
に
来
て
い
る
と
き
は
、
通

り
過
ぎ
る
ま
で
「
待
つ
」
こ

と
と
、
手
を
上
げ
て
横
断
す

る
こ
と
を
習
慣
付
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

<

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ>

・�
子
ど
も
を
見
か
け
た
と
き

は
、
飛
び
出
し
な
ど
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
速
度
を
落
と

し
安
全
な
間
隔
を
保
っ
て
走

行
し
ま
し
ょ
う
。
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❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
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❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

①　

�

気
象
情
報
を
把
握
し
、
家

族
や
知
人
に
行
き
先
と
帰

宅
予
定
時
刻
を
告
げ
ま

し
ょ
う
。

②　

�

単
独
で
の
山
菜
採
り
は
危

険
で
す
。

　
　

�

必
ず
複
数
で
入
山
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

�

ま
た
、
装
備
品
や
食
料
の

ほ
か
、
遭
難
時
に
有
効
な

携
帯
電
話
と
予
備
バ
ッ
テ

リ
ー
は
必
ず
携
行
し
ま

し
ょ
う
。

③　

�

熊
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
、

夜
間
、明
け
方
、夕
方
の
入

山
を
避
け
、笛
・
鈴
・
ラ
ジ

オ
な
ど
で
音
を
出
し
な
が

ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

④　

�

道
に
迷
う
事
例
が
多
い
た

め
、
山
の
恵
み
よ
り
も
安

全
を
第
一
に
考
え
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

⑤　

�
体
調
や
天
候
が
悪
化
し
た

と
き
は
入
山
を
中
止
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

�「
ま
だ
大
丈
夫
」「
も
う
少

し
だ
け
」
と
い
っ
た
判
断

が
遭
難
の
危
険
度
を
高
め

ま
す
。

【
実
施
期
間
】

　

�

令
和
七
年
四
月
六
日（
日
）か

ら
十
五
日（
火
）ま
で
の
十
日

間

　

春
は
、
通
学
に
不
慣
れ
な
子

供
た
ち
の
安
全
確
保
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
加
え
、
子
供
や
女

性
に
対
す
る
声
か
け
や
つ
き
ま

と
い
等
の
事
案
の
発
生
も
懸
念

侍
浜
駐
在
所
か
ら

侍
浜
駐
在
所
か
ら

山
菜
採
り
に
伴
う

山
菜
採
り
に
伴
う

山
岳
遭
難
の
防
止

山
岳
遭
難
の
防
止

春
の
地
域
安
全

春
の
地
域
安
全

運
動
の
実
施

運
動
の
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
高
齢
者
を
狙
っ

た
特
殊
詐
欺
が
依
然
と
し
て
発

生
し
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鍵
を
か
け
な
い
た
め

に
、
住
宅
に
侵
入
さ
れ
て
現
金

な
ど
を
盗
ま
れ
た
り
、
自
転
車

を
盗
ま
れ
た
り
す
る
盗
難
被
害

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
平

穏
で
安
全
安
心
な
生
活
は
、
県

民
の
切
な
る
願
い
で
す
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

で
子
供
や
女
性
、
高
齢
者
を
犯

罪
被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

官公署等 職　　　名 氏　　　名 転 出 先 等

侍　浜
小学校

教 　 　 諭 黒　澤　真貴子 久慈市立小久慈小学校

支 援 員 仙　臺　ゆかり 久慈市立小久慈小学校

侍　浜
中学校

校 　 　 長 佐　藤　　　光 雫石町立雫石中学校

非 常 勤 講 師 関　根　正　彦 退　職

非 常 勤 講 師 菅　原　美智子 退　職

非 常 勤 講 師 立　石　美　香 退　職

久
慈
拓
陽
支
援
学
校

副  校  長 奥　谷　正　彦 岩手県立盛岡みたけ支援学校

教 　 　 諭 齋　藤　紀　子 退　職（岩手県立久慈拓陽支援学校再任用）

教 　 　 諭 武　田　美　穂 岩手県立盛岡みたけ支援学校奥中山校

教 　 　 諭 荒　井　貴　宏 岩手県立盛岡峰南高等支援学校

教 　 　 諭 種　綿　鼓　動 岩手県立一関清明支援学校

教 　 　 諭 里　舘　　　健 岩手県立盛岡みたけ支援学校

教 　 　 諭 安　部　花　澄 岩手県立盛岡峰南高等支援学校

教 　 　 諭 小　林　千　衣 岩手県立盛岡となん支援学校

寄 宿 舎 指 導 員 高　橋　正　哉 岩手県立花巻清風支援学校

寄 宿 舎 指 導 員 鈴　木　純　子 岩手県立盛岡となん支援学校

寄 宿 舎 指 導 員 佐　藤　洋　平 岩手県立盛岡となん支援学校

講 　 　 師 宮　田　大　地 盛岡スコーレ高等学校（新採用）

講 　 　 師 若　松　響　希 岩手県立盛岡みたけ支援学校（新採用）

主 　 　 事 小田島　　　悠 退　職

非 常 勤 講 師 長　内　　　龍 岩手県立気仙光陵支援学校（講師）

侍浜駐在所 所 　 　 長 昆　　　博　泰 岩手警察署葛巻駐在所

侍浜市民 
センター

所 　 　 長 大　沢　和　明 教育委員会事務局学校建設推進室長

係 　 　 長 外　谷　美保子 会計課出納係長

　印刷日程の関係から今回掲載した名簿は令和７年 3 月 24 日までに確定している方々のみ掲載し

ています。

　この度の人事異動で、侍浜町内の官公署等から転出なさる方々を紹介します。
　長い間、町内の各施設でその手腕を遺憾なく発揮され、多大なる貢献をいただきましたことに感
謝申し上げるとともに、新任地におきましてもご活躍を祈念しています。
　ありがとうございました。

◆•◆ 令和６年度末  侍浜町官公署転出者（敬称略）◆•◆

【侍浜柔道教室】　

活動内容
柔道の練習（週２～３回）
大会等の出場

主な活動場所 ふれあい交流センター

対 象 者 小学生、中学生等

問い合わせ先
侍浜市民センター
☎５８－２１１０

【侍浜バドミントン】

活動内容
バドミントンの練習

（毎週水曜、土曜）
大会等の出場

主な活動場所 ふれあい交流センター

対 象 者 小学生、中学生等

問い合わせ先
侍浜市民センター
☎５８－２１１０

　侍浜地区では現在、２つのスポーツ少年団が活動しています。この地域の子ど

もたちが一生懸命練習に取り組み、それぞれが大会等で活躍しています。

　どの少年団もいつでも参加や見学が可能です。新年度となり、参加や見学など

を検討されている方は市民センターもしくは各少年団にお問い合わせください。

侍浜地区スポーツ少年団の
ご紹介

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
船
渡
市
で
は
二
月
二
十
九

日
か
ら
複
数
の
山
火
事
が
発
生

し
、
現
在
の
と
こ
ろ
火
災
鎮
圧

は
宣
言
し
て
い
る
も
の
の
鎮
火

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
空
気
が
乾
燥
す
る
な

ど
山
火
事
の
危
険
が
高
ま
る
時

期
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
岩
手
県
で
は
二
月
二
十

七 

日
か
ら
五
月
三
十
一 

日
ま

で
の
期
間
、「
山
火
事
警
戒
宣

言
」を
発
令
し
、改
め
て
県
民
一

人
ひ
と
り
に
注
意
を
喚
起
し
、

山
火
事
防
止
の
徹
底
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
の
多
く
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
火
の
取
扱
い
の
不
注
意

か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

　

岩
手
県
で
は
、
例
年
三
月
か

ら
五
月
の
山
火
事
が
多
い
時
期

に
、「
岩
手
県
山
火
事
防
止
運
動

期
間
」
を
設
定
し
注
意
喚
起
を

て
は
、
山
火
事
の
危
険
性
を
十

分
認
識
し
て
い
た
だ
き
、特
に
、

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
火
入
れ

や
野
焼
き
な
ど
火
の
使
用
は
絶

対
行
わ
な
い
、
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
は
絶
対
行
わ
な
い
な
ど
、

恐
ろ
し
い
山
火
事
の
防
止
に
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
山
火
事
予
防
！！


